
 

 

 

 

よ う や く 、 朝 晩 の 気 温 が さ が り 秋 ら し く な っ て き ま し た が 、 皆 さ ん 体 調 は

い か が で し ょ う か ？ 夏 を 乗 り 切 っ て 、 涼 し く な っ て か ら 体 調 を 崩 す 方 も 多 い

の で 、 休 養 を し っ か り と っ て 夏 の 疲 れ を 残 さ な い よ う に し て い き ま し ょ う 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20 号  

号  

総 合 周 産 期 母 子 医 療 セ ン タ ー  産 科 病 棟  2 0 1 2 年 9 月  

 

「 乳 が ん に つ い て 知 っ て ほ し い こ と 」  

 

 

 

 先 日 、乳 腺 外 科 の利 川 先 生 から乳 がんについて勉 強 会 をしていただきました。医 師 、

看 護 師 、研 修 医 合 わせて 4 0 名 以 上 の方 に参 加 していただき、ありがとうございました。  

 

 「日 本 でも、食 生 活 ・生 活 様 式 の変 化 で乳 がんは増 えてきています。乳 がんのリスク因

子 への介 入 で発 症 リスクを減 少 させることは、女 性 のライフスタイルが多 様 化 している現

代 ではなかなか難 しいですが、母 乳 育 児 、授 乳 をすることで乳 がん発 症 のリスクを減 らす

ことができます。特 に授 乳 期 間 が長 くなるほどリスクは減 少 します。  

 

 また、乳 がんは自 己 検 診 で早 期 発 見 ができるものです。ぜひ、自 分 の身 体 に注 意 を向

けてあげましょう。また、乳 がんの検 診 受 診 率 は、日 本 は欧 米 （6 0～8 0％）に比 べてかなり

低 く（ 2 0～3 0％）、新 潟 は 2 3 . 1％の受 診 率 です。乳 がんでの死 亡 率 を下 げるためには

5 0％以 上 の受 診 率 が目 標 だそうです。4 0 歳 以 上 の方 、4 0 歳 未 満 でも家 族 に乳 がんの

方 がいる、ホルモン療 法 を受 けているなどあれば検 診 を受 けましょう。」  

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・  

とても分 かりやすく、和 やかな勉 強 会 でした。  

 乳 がんもそうですが、女 性 特 有 の子 宮 がん、卵 巣 がんも、長 く授 乳 をすることで発 生 リ

スクを下 げると言 われています。  

 

 今 授 乳 中 の方 ！これから出 産 される方 ！ 

仕 事 を続 けながらでも、授 乳 を続 けて、乳 がんのリスクを減 らしていきませんか？  

授 乳 で困 ったことがあれば、お気 軽 に産 科 病 棟 、授 乳 外 来 などにご相 談 して下 さい。  

 

みなさん、BFH って何 かご存 知 ですか？ずっと、おっぱいだよりを読 んでくださっている方 は今

さら…？と思 われるでしょうが、「Ba b y  F r i e n d l y  H o s p i t a l～赤 ちゃんにやさしい病 院 」です。

赤 ちゃんの母 乳 を飲 む権 利 を守 り 、アレルギーなどからも守 るために、新 潟 市 民 病 院 は

BFH 認 定 を目 指 して、それぞれのお母 さん、赤 ちゃんにあった母 乳 育 児 のお手 伝 いをしてい

ます。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今 年 も 日 本 母 乳 の 会 か ら 講 師 の 先 生 を お 招 き し て 講 演 会 を 開 催 し ま す 。11

月 2 日 の 予 定 で す 。 詳 細 は 後 日 お 知 ら せ し ま す ！  

薬薬 剤剤 師師 ささ んん がが 答答 ええ るる おお 薬薬 質質 問問 箱箱   VV oo ll .. 33   

  

～～ 薬薬 のの 移移 行行 とと はは ～～   

  

母母 乳乳 はは、、おお母母 ささんんのの血血 液液 かからら乳乳 腺腺 でで作作 らられれてていいまますす。。   

ほほととんんどどのの薬薬 はは、、おお母母 ささんんのの体体 でで吸吸 収収 さされれててかからら血血 液液 中中 にに入入 りり 、、母母 乳乳 にに移移 行行 すするる

ここととがが知知 らられれてていいまますす。。でではは、、実実 際際 ににははどどののよよううにに移移 行行 すするるののででししょょううかか？？   

  

☆☆薬薬 がが母母 乳乳 へへ移移 行行 すするる経経 路路   

  ①①毛毛 細細 血血 管管 内内 皮皮 をを通通 りり 、、乳乳 腺腺 細細 胞胞 かからら乳乳 管管 にに拡拡 散散 ・・分分 泌泌 さされれるる   

  ②②細細 胞胞 とと細細 胞胞 のの隙隙 間間 かからら、、直直 接接 母母 乳乳 にに移移 行行 すするる   

☆☆影影 響響 をを与与 ええるる薬薬 物物 側側 のの因因 子子   

  ①①薬薬 のの分分 子子 のの大大 ききささがが小小 ささ くく水水 溶溶 性性 ののももののはは、、細細 胞胞 のの隙隙 間間 をを通通 っってて移移 行行 ししややすすいい   

  ②②血血 漿漿 蛋蛋 白白 質質 とと結結 合合 ししややすすいい薬薬 はは移移 行行 ししににくくいい （（蛋蛋 白白 とと結結 合合 すするるとと通通 りりにに くくいい ））   

  ③③脂脂 溶溶 性性 のの高高 いい薬薬 はは脂脂 肪肪 滴滴 にに溶溶 けけここんんでで移移 行行 ししややすすいい   

☆☆影影 響響 をを与与 ええるる母母 親親 側側 のの因因 子子 （（薬薬 のの血血 中中 濃濃 度度 がが上上 昇昇 しし、、移移 行行 ししややすすくくななるる ））   

  ①①母母 親親 のの腎腎 臓臓 ・・肝肝 臓臓 のの機機 能能 のの低低 下下   

  ②②11 回回 のの投投 与与 量量 がが多多 いいももののやや、、投投 与与 回回 数数 はは少少 なないいがが、、長長 くく効効 果果 ののああるる薬薬 のの服服 薬薬   

  ③③投投 与与 経経 路路 『『注注 射射 ＞＞内内 服服 ＞＞外外 用用 』』のの順順 にに移移 行行 ししややすすいい   

  

ままたた、、母母 乳乳 のの成成 分分 のの変変 化化 にによよ りり 、、移移 行行 のの程程 度度 はは変変 わわりりまますす。。   

  母母 乳乳 のの成成 分分 のの変変 化化 ととししててはは、、産産 後後 44～～55 日日 目目 ままででのの母母 乳乳 はは初初 乳乳 とと呼呼 ばばれれ、、成成 乳乳

とと比比 べべてて脂脂 肪肪 がが少少 ななくく 、、蛋蛋 白白 質質 がが多多 くく含含 ままれれてていいまますす。。日日 内内 変変 動動 ももあありり 、、朝朝 がが一一 番番

脂脂 肪肪 含含 有有 量量 がが多多 いいとと言言 わわれれてていいまますす。。授授 乳乳 中中 ににもも母母 乳乳 のの成成 分分 はは変変 化化 しし、、授授 乳乳 のの

終終 わわりりににはは授授 乳乳 ののははじじめめよよりりもも脂脂 肪肪 のの量量 はは 44 倍倍 近近 くくににななりりまますす。。ままたた、、母母 乳乳 ははほほぼぼ中中

性性 でですすがが、、授授 乳乳 ののははじじめめははやややや酸酸 性性 、、終終 わわりりごごろろははアアルルカカリリ性性 にに傾傾 ききまますす。。   

  

ここののよよううにに、、母母 乳乳 とと薬薬 のの関関 係係 ははいいろろいいろろなな要要 素素 がが絡絡 みみ合合 っってていいまますす。。同同 じじ効効 果果 をを

目目 的的 ととすするる薬薬 剤剤 ででもも、、そそれれぞぞれれのの移移 行行 にに特特 性性 ががあありりまますす。。   

  

  ほほととんんどどのの薬薬 はは授授 乳乳 期期 ででもも安安 全全 にに服服 用用 ででききるるととさされれてておおりり 、、明明 ららかかにに適適 ささなないいとと判判

断断 さされれるる薬薬 ははわわずずかかでですす（（放放 射射 性性 ヨヨーードド 、、抗抗 ががんん剤剤 、、麻麻 薬薬 ななどど ）） 。。自自 己己 判判 断断 ででははなな

くく 、、必必 ずず医医 師師 やや薬薬 剤剤 師師 、、助助 産産 師師 にに相相 談談 ししてて、、おお薬薬 のの使使 用用 やや中中 止止 をを決決 めめるるここととがが大大

切切 でですす。。適適 切切 なな治治 療療 をを受受 けけ、、安安 心心 ししてて授授 乳乳 をを続続 けけらられれるるよよううにに、、気気 軽軽 にに母母 乳乳 育育 児児

推推 進進 委委 員員 会会 ののススタタッッフフままででごご相相 談談 くくだだささいい。。   

 

 


